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兵庫県いなみ野で⼀番古い池は⼊ヶ池か？ それにまつわる美⼥伝説も含めて 
 
稲美町史（昭和 57 年、全 1193 ⾴）を読み切った。稲美町は兵庫県の南部に位置している
が⾼台であるために⽔に恵まれず、畑多くして⽥少なしという地であった。ここに住む農⺠
の暮らしは常に⽔を求め、⽔のために村同⼠の争いが起こる、そのような地であった。 
 
この⼤地を流れる川は草⾕川と曇り川の２つで
あるが、ともに⽔量が多いとは⾔えない。草⾕川
は⼤地を深く削り、そのために川⾯は台地よりは
るか下に位置する。従って、農業の⽤に供するに
は不向きであった。 
 
それでも、江⼾時代には、草⾕川の上流から、そ
して曇り川から台地に⽔を引く努⼒が続けられ、
その多くは池を作って貯⽔することになった。 
これが、いなみ野台地に多くの池がある理由であ
る。 
 
次ページ以降に、稲美町史から池の名前とその⾯積、建造年が記された表を転記した。ここ
には主な池だけが記されているものと思うが、その建造年の多くが江⼾時代以降であるこ
とが特徴である。 
 
ところが、⼊ヶ池だけはとびぬけて古い。そのいわれが、稲美町史に記されているので、以
下に引⽤した。 
 
いなみ野台地が本格的に⽔⽥化されるのは、明治になってからである。明治期に淡河川より
淡河疏⽔が、そして明治〜⼤正期に⼭⽥川より⼭⽥疏⽔が完成し、台地におびただしい⽔が
供給されることとなった。ただし、両川ともにその⽔量には限りがあるので、やはりいなみ
野の多くの池に農閑期にその⽔を貯⽔して稲作に備えるする必要があった。 
 
そして現在、⼭⽥川には呑吐ダムが作られ、そちらからも農業⽤⽔が供給されるようになっ
た。いなみ野においては、今年も稲穂がたわわに実り、すでに刈り⼊れが始まっている。 
 



⽔⼟⾥ネットより 上から 1/3、左から 1/3 に⼊之池がある 
 緑⾊は淡河川⼭⽥川疏⽔開通前からあったため池、⻘⾊は開通後に築造されたため池 

 
 

 



 
 
24 広⾕池 
 淡河疏⽔が完成したときに、その⽔を受
け⼊れた記念すべき池である。池の袂には
その記念碑が⽴っている。 
http://www.alchemist.jp/Blog/190718.pdf 
 
106 ⼊ヶ池 
 この池はとびぬけて古く、⾶⿃時代であ
る。以下に、その⾔われ等を稲美町史、加
古郡誌から引⽤した。 
 
68 経ノ池、69 芦池（共に野寺地区） 
 ⾶⿃時代と古い。野寺の⾼薗寺（こうお
んじ、650 年頃法道仙⼈の開基）と関係し
ている可能性あり？ 
 
 

 
 



 
 
 

 
 



 
 



 
 



 
 



 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



加古郡誌（⼤正３年）より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 




